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松下まり子＊・金子雅一*＊：大阪狭山市狭山池堆積物から検出された

ワタ（ＧひsqFp/h"71i"(z/でα"，Lan,.）花粉

MarikoMatsushita＊andMasakazuKaneko**：FossilpollenofGossiyPi""ノノ"(ﾉﾉα"〃Lam、

fromtheSayamaikesedimentinOsakaPrefectureJapan

１．はじめに

狭山池は大阪府大阪狭山市(北緯34.31'，東経135.33'，

標高70ｍ）に位間する日本最古の農業潅慨用溜池といわ

れている（図ｌ)。この溜池の改修工事に伴い露出した溜

池堆積物について花粉分析を行った結果，ワタ（GOS・

』iyｿｳﾉ""ノ加成c""ノLam.）の花粉が検出された。そこで，

ワタ花粉を記戦し，さらに当時の植生と人間柄勤との関

連について考察する。

この研究を進めるにあたり，神戸大学内海域機能教育

研究センター助教授兵頭政幸氏には有益な議論をいただ

いた。また，大阪市立大学理学部助教授吉川周作氏には

試料を提供していただいた。きしわたの会には，ワタの

花を提供していただいた。大阪府農林技術センター榎幹

雄氏には河内林業についてご教示いただいた。以上の

方々に深謝いたします。

2．試料と方法

狭山池は，大阪平野の南東部に位置し，池の両側には

中位段丘，さらにその両側には主に大阪層群からなる泉

北丘陵と羽曳野丘陵が続く。この池は，天野山から北流

する天野川をせき止めて造った溜池で，過去に何度かの

改修工事が行われ，堤や樋の位慨，池の規模などが変化

してきた。しかし，基本的な池の形態や水系は変わって

いない（日下，1980)。

試料は溜池の改修工事に伴い露出したＡ，Ｂ２地点

の断面から得られた堆積物を用いた（図ｌ)。この試料は

内山ほか（1997）が溜池堆積物の古地磁気年代測定のた

めに採取したものである。本地点の堆積物の＃1相は内山

ほか（1997）によって記載された。Ａ地点（図３左端）

は,おもに灰色から淡青灰色の粘土・シルトハ‘↑からなり，

厚さ２～30ｃｍの細粒砂l曽～粗粒砂層（S-l2）・砂喋盾

(S-ll）を層状またはレンズ状に８噌挟在する。最上部

と深度６０ｃｍには黒色および暗灰色で腐敗臭のする軟泥

が堆積する。Ｂ地点（図３左端）は，下底の河成牒僧を

覆って，縞状構造を示す粘土・シルトが堆横し，厚さ２

～35ｃｍの砂・砂牒胴（S-2～S-l2）を挟在する。Ａ地

点の下部に挟在するＳ－ｌ２砂喋屑を境界に上部・下部狭

山池累層に区分されている。Ｂ地点ではこのＳ－１２砂操

牌が鮫上部に位慨することから，Ｂ地点の堆積物はＡ

地点の下位とみなせる。

試料は，ｌＯｃｍ３および７ｃｍ3のキューブを堆積物に直

接挿入する方法で，粘土・シルト隅について連続的に採

取した。そのうち，Ａ地点（Ｕ）で１５，Ｂ地点(Ｋ）で１１

の計２６試料を花粉分析に供した。試料７ｃｍ3について，

5％ＫOII処理，フミン酸・コロイド状粒子除去，ZnCl2

による比重分離，１１Ｆ処理，アセトリシス処理を施し

た。抽出した花粉化石はサフラニンで染色後，グリセリ

ン・ゼリーで封入して検鏡した。

花粉・胞子の同定はすべて光学顕微鏡400-1000倍，

連続視野法で樹木花粉が約30()となるまで行った。同定

した分類群の出現率は，樹木については樹木花粉総数を

基数とし，非樹木花粉とシダ胞子につては花粉・胞子総

図１ 調査位i州叉｜

国土地哩院発行２万５千分の１地形図「寓田林｣，

「古市」を使用．



8０ 植生史研究 第６巻第２号

数を基数として百分率で算出した。

ワタ花粉については，現生花粉標本を作成し，化石花

粉との比較検討を行った。現生花粉のプレパラート標本

は，ワタ花粉をアセトリシス処理（酢酸→アセトリシス

液75℃，４分湯煎→酢酸→水洗）した後，グリセリン・

ゼリーで封入して作成した。ワタ花粉化石の検鏡は，ワ

タ花粉の出現の有無を明らかにするため，樹木花粉の同

定個数300にこだわらず，検出されるまで行った。現生

花粉の産地は大阪府岸和田市土生滝，採集日1998年８

月２０日，採集者金子雅一である。さく葉標本番号，ス

ライド番号はそれぞれM-ll3，Ｍａｌとし，神戸大学に

保管してある。

3．ワタ（びりs6ﾘp/""'〃ｄ７で""’Ｌ‘１m.）花粉の出現

ワタ花粉化石は，Ｂ地点（下部）のＫ２0以上，Ａ地点

(上部）のＵｌ７の間の層準で，上部のＵ７０を除いて連続

的に検出された。図２に現生花粉と化石花粉の顕微鏡写

真を示した。

花粉粒は球形で大きさは，現生花粉（50粒測定）で，

平均92.3(80.0～112.5)鰹、，化石では71.0(Ｕ120)～125.0

(Ｋ９池､,発芽孔は円く10個程度｡外層は厚く,密な

バキュレートでバキュラの形状はスパイネート。スパイ

ンは先端が尖り，長さ8-1伽ｍである。

4．五つの局地花粉化石群帯

主として多産する樹木花粉の産出状況にもとづき，下

位から上位へOS-I～Ｖの五つのjij地花粉化石群帯を設

定する（図３)。

OS-I帯：Ａ〃"ｓハンノキ属，Ｑ"eγC"ssubgen．

Ｌ”jdひ6α”z"ｓコナラ属コナラ亜属，Ｑzゆ伽ﾉｆｓクマシデ

属，Ｑ"g’℃zfssubgen.Ｑﾉc/O6akz"”slisコナラ属アカガシ

亜属，Qzs加邦”sisシイノキ属（Ｑｚｓｊ"Zeaクリ属を含む）

で特徴づけられる。この帯の下半部で落葉広葉樹の

RZg"ｓブナ属，Ｕﾉ"1Ｗsニレ属-Zｾ伽Ｕαケヤキ属がやや

高率で出現する。ＰＷ""ssubgen.ＤゆんXyﾉ0”マツ属複維

管束亜属が上位に向かって増加傾向を示す。草本では

Gramineaeイネ科，Ａ”"応ねヨモギ属，ノツZ7ﾉOmgjSア

リノトウグサ属で特徴づけられる。Ｂ地点深度631.9

～401.7ｃｍ，Ｋ90～Ｋ50，内山ほか（1997）のＳ－９以下に

対応する。

OS-II帯：マツ属複維管束亜属が40～60％の高率で

出現することで特徴づけられる。この帯のＫ２０からワ

タが連続して出現する。また，Cruciferaeアブラナ科

も１％以上で出現をはじめ上位に向けて増加する。Ｂ地

点深度354.8～Ａ地点深度207.0ｃｍ，Ｋ32～Ｕ１１０に対応

する。

OS-III帯：マツ属複維管束亜属が最上位を除いて６５

～80％の高率で優占する。ワタが連続して検出される。

アブラナ科は5～25％の高率で出現する。この帯から

Liglifloraeタンポポ亜科が出現するようになる。Ａ地

点深度178.0～58.0ｃｍ，Ｕ70～Ｕ２２に対応する。

OS-IV帯：Ｃ”/0"2eγ”スギの増加で特徴づけられ，

15～20％の出現率を示す。マツ属複維管束亜属は

45～60％である。この帯の上位でワタが出現しなくな

る。アブラナ科が急減する。Ａ地点深度55.5～30.5

ｃｍ，Ｕ21～ＵｌＯに対応する。

ＯＳ－Ｖ帯：スギの高率出現（44％）で特徴づけられる。

マツ属複維管束亜属の出現率は２６％となる。Ａ地点深

度13ｃｍ，Ｕ３に対応する。

5．植生の変化と生業活動

全層準を通して樹木花粉の比率は50-60％で，その組

成からみて溜池周辺および流域には，ハンノキ林，二次

的なコナラ等の落葉広葉樹林やアカマツ林が分布し，シ

イノキやカシ類からなる照葉樹林の規模は小さかったと

考えられる。とくに，OS-II帯から人為的な影響が顕著

にみられ，アカマツ林が増加し，OS-III帯では圧倒的

に優占するようになる。ワタはOS-II帯から連続的に検

出される。また，ワタと同様にアブラナ科がOS-II帯

から連続的に出現し，さらにOS-III帯で増加する。しか

し，ワタとアブラナ科はOS-IV帯で急減あるいは検出

されなくなる。狭山池堆積物からのワタの出現は，周辺

での綿畑からの流入によるものと考えられる。狭山池周

辺は，河内木綿として有名な綿作りの盛んな地域であ

り，武部（1989）による綿作の開始時期からみて，堆積

物中でのワタ花粉の出現期はＡＤ1,500-1,600年頃であ

ろう。なお，内山ほか（1997）による古地磁気年代から

みると，OS-I帯とOS-II帯の境界に挟在するＳ９層準

はＡＤ1,500～1.530年とされている。綿作りの始まるこ

ろからマツ林の拡大が進んだが，さらにマツ林が拡大・

優占する時期（OS-III帯）にアブラナ科が増加する。こ

れはアブラナ科の中でも，搾油のためのナタネ（アブラ

ナ）の可能性が考えられる。近世の狭山では木綿織りと

ともに絞油業が盛んで，菜種作は裏作であるため村の明

細帖には記述がないが，16-17世紀には栽培されていた

と考えられている（大阪狭山市，1988)。従来から，近

畿地方の各地でアブラナ科花粉の高率出現が報告されて

きたが，藤田ほか（1991）は，アブラナ由来の可能性を

考え，その根拠として，他の栽培植物花粉と共産するこ

と，搾油目的のため花を咲かせた後に種子を実らせるこ

となどであるとした。狭山池では，ソバ属が最下層から

連続的に出現し，ソバの栽培も行われていたと推定され
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狭山池堆積物から検出されたワタ花粉（松下まり子・金子雅一） 8３

る。ＯＳ－ＩＶ帯でワタ，アブラナ科が急減あるいは検出

されなくなるが，そのときに，スギの急増がみられる。

さらに最上位ＯＳ－Ｖ帯でスギの拡大がみられる。これら

スギの増加は，植林と考えられる。OS-IV帯のスギの

増加は，狭山池の流域である河内林業地のスギ・ヒノキ

の人工造林の開始によるものと思われ，その年代は，鶴

谷（1968)，大阪府（1969）によれば，２()()-300年前ごろ

のＡＤｌ,700-1,8()０年頃である．最上位ＯＳ－Ｖ帯でみら

れる第２期のスギの拡大は，第二次世界大戦後の拡大造

林のものと推定される。

渡逼ほか（1998）は，ため池堆積物を対象とした花粉

分析を実施し，その中の一つとして狭山池を取り上げ

た。渡逼ほか（1998）は砂牒暦Ｓ10以上の堆積物につい

て花粉分析を行い，Ｐ伽"s(Ｄめん.)帯とし，さらに円""ｓ

（Ｄ肋/0.)亜帯，ノ，/""s(りゆ/0.)-Ｑ'w(F舵ﾉ〃e亜帯，Ｐｆ""ｓ

（りゆﾉ0.)－０”/(ﾉｯ"gγ加亜帯の３つの亜帯を設定した。

PIf""ｓ（、ゆん.）亜帯，Ｉ〕伽jが（りゆﾙﾉ.)-Ｃγ"c旗ﾉ“亜帯か

らはワタの花粉も検出されている。これらの花粉分帯

は，筆者らのOS-III帯以上の花粉化石群帯に対比され

る。

狭山池堆積物の花粉分析により，１６－１７世紀からのア

カマツ林の拡大と綿栽嬬の開始，18-19世紀ころの背山

でのスギの植林の開始と綿作の衰退，さらに第二次世界

大戦後のスギの拡大造林の様子が復元できた。
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書評（新刊紹介）：西田治文著．1998．植物のたどってきた道．221pp・日本放送出版協会，東京．本体830円．

現在の植物群や植生の多様性を分類学や生態学の立場

からまとめたものは多い。しかし，やはり，多様性の歴

史を化石の記録をもとにしてまとめたものは，とりわけ

日本では少ない。研究者が著しく少ないことにもよる。

そんな中で，著者西田治文は，その道の恩師と仰ぐ西田

誠を父とする。陸上植物とりわけ維管束植物の初期の進

化系統の開拓者西ITI誠を紹介するまでもないが，昨年秋

あの世に旅立った。希有な分野の希有な関係である。本

書は，植物化石の研究すなわち古植物学から導き出され

た陸上植物の進化の研究の２０世紀における到達点を明

快に語り，２１世紀への指針を示している。

本書は，第１章被子植物は裸子植物の一部にすぎな

い，第２章植物は淡水から上陸した，第３章４億５千万

年前の植物大爆発，第４章地球最初の森，第５章種子植

物の誕生，第６章地上の覇者となったシダ植物，第７章

裸子植物天下を取る，第８章裸子植物にも花と果実が

あった，第９章“花の時代”の幕開け，からなる。

植物の陸上への適応は，旺をもつ，維管束をもつ，種

子をもつという「革命」によって達成されてきた。著者

のとらえ方の特徴は，多くの研究者が現在繁栄する被子

植物を中心に捉えるのに対して，その前段階も同格に，

いやそれ以上に重点を置いているところにある。被子植

物だけが花をもつ植物ではないとの考えに表出する。

著者の調査体験が豊富に語られ，難解とされてきた植

物の進化系統論の理解を助ける。植物多様性を理解する

ための好著である。

（辻誠一郎）


